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アイルランドの独立運動家ロバート･エメット(Robe鵬E皿n鴎1778-1803)は､177$

年に生まれた｡ダブリンのトリニティ･カレッジに学ぶが､179各年､大学当局による

思想信条調査に抗義して退学｡同じ年､フランス革命の強い影響を受けた｢ユナイテ

ッド･アイリッシュメン｣ぐ`U血¢d出血m孤,,)の蜂起･鎮圧という大事件が起きる(彼

自身は蜂起に加わらなかったが､兄が関与)｡その後フランスに渡り､行動に向け準

備を整えて帰国｡一方､アイルランド情勢を危倶した英国は､1SOO年併合法を萬会通

過させる｡1帥1年同法施行により､アイルランド義会は廃止され､アイルランドは完

全に連合王国に｢併合｣されてしまう｡2年後の1SO3年､エメットは蜂起を計画する

も､ほとんど実行に移す間もなく､密告により失敗｡裁判の後､公開処刑された｡(エ

メットの伝記的事実については､例えば､M如d孤､Geo由egan､OBr血由､E皿io仕な

どに詳しい｡)

裁判の場における彼のことばは､｢被告席からの陳述｣(``血¢Spee血丘om鮎Dock,,)

として広く知られ､同時代の､例えば､イングランドのロマン派詩人たちにも深い感

銘を与えた｡サミュエル･テイラー･コールリッジ(SamuelThylorColeridge,1772-1834)､

ロバート･サウジー(Rdb飢Sou也勒1774-1S43)､パーシイ･ピッシュ･シェリー(P訂町

Bys血¢Sb¢11鞘1792-1$22)らである｡蜂起のあっけない失敗にもかかわらず､エメット

は､死と共にたちまちにして政治的英雄､伝説的人物､ナショナリストの偶像となる｡

自己犠牲､裏切りと殉教(キリストのイメージにも通じる､アイルランド指導者

たちの共通項;19世紀末のチャールズ･スチエワート㌧パーネル【CharlesStewartParnell,
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1糾6･91】も然り)､｢雄弁な敗者｣(これもまたアイルランドの｢伝統｣)､それに加えて､

恋人セアラ･カラン(S∬血Cu汀叫1782-1808)との悲恋｡エメットの物語は､19世紀を

通じて音楽･詩･小説･絵画･演劇などさまざまな形態で流布される｡｢エメット伝

説｣は､アイルランドの人々にとって支配的なイメージのひとつとなるのだ｡

特に､彼の｢被告席からの陳述｣は､朗読会が何度も催されるほどの評判を呼ん

だ｡締め括り部分は､ナショナリストの愛唱する､情緒たっぷりのことばである:

Ihavebutafbwmorewordstosay--IamgolngtOmyCOldandsilentgrave:叩血1pOf

lifbisnearlyexdnguished:myraCeisrun:thegraveopenStOreCeiveme,andIsinkinto

itsbosom!Ihavebutonercquesttoaskatmydeparture丘omthisworld,itisthecharity

Ofitssilence!--letnomanW血emyqpitaph,forasnomanWhoknowsmymotivesdare

nowvindicatethem･Letthemandmereposeinobscurityandpeace,andmytombremain

uninscribed,umilothertimes,andothermen,Candojusticeto呵Character;--Whenmy

COuntrytakesherplaceamongthenadonsoftheear(h,thenandnottiuthen--1etmy

epitaphbew血en.Ihavedone.

鱒11iott,尺0占erJ85)

エメットよりひとつ年下で､大学時代の親友だった男に､詩人トマス･ムーア

(¶10maSMoo托,1779-1S52)がいる｡ムーアは､1779年生まれ｡アイルランドではカト

リックには大学の門が閉ざされていたのだが､彼は､トリニティ･カレッジに入学を

許された最初期のカトリックの一人である｡ムーアは､｢ユナイテッド･アイリッシ

ュメン｣の蜂起の翌年(1799年)､ロンドンに渡る｡1801年､すなわち併合法(施行)

の年に､詩集(乃e劫e如αJ恥r恕げ乃0桝∬上f娩励曾.)を出版､注目された｡そして､

エメット処刑の5年後(奇しくも､その恋人だったセアラの没年)､代表作『アイ

ルランド歌曲集』(加一力Aゐわ成e∫,180$-34)の刊行を始めて､ヨーロッパ屈指の人気詩

人となる｡当時のヨーロッパは､ジェイムズ･マクファースン(J皿1eSMacpb耶On,

1736-96)のオシアン(Ossi皿)詩や､各地の古代遺跡発掘などにより､一大｢ケルト

(C叫｣･ブームの真只中にあった｡『アイルランド歌曲集』は､そのブームに乗ると同

時に､この詩集自体がさらにブームを加熱させることになった｡

ムーアの『アイルランド歌曲集』の重要な特色のひとつは､(名指しこそ慎重に

避けられているもののそれと分るように暗示されている)エメットへの言及･共感で

ある｡uWhenHeWhoAdoresThee"､砧Oh!BreadleNotHisName舛､``Oh!BlameNotthe

B訂d"の三篇､とりわけ二番目のものが印象深い:
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Oh!breathenothisname,1etitsleepintheshade,

Wherecoldandunhonour,dhisrelicsarelaid:

Sad,Silent,anddarkbetheteusthatwe血ed,

Asthenight-dewthatfhllsonthegrasso'erhishead･

B甘tthemight-dewthatfhlls,thoughinsilenceitweeps,

Shal1brightenwithverdurethegravewherehesleeps;

血dthetearthatweshed,thoughinsecretitrolls,

Shal1longkeephismemorygreeninoursouls･

(Moore6)
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基に眠る｢彼｣(明らかにエメットと思われる)の｢名をささやくな!｣("0血=Ⅱe血e

nothisname,1etitsleepintheshade….")､そして､繰り返される｢沈黙｣("silent''､"in

s血c¢,,)ということば､これらは､｢沈黙という恵み｣(``鵬c血吋Ofits由knce")を求め､

｢墓碑銘は書くな｣("1dnom皿W血my呼止ゆ….,り というエメットの｢被告席から

の陳述｣("鵬Sp¢血鮎m鵬Do戊")を､読者･聴き手に想起させずにはおかない｡最

終2行(``Andthetearthatwe･血ed,thoughinsecretitro11s,/Shal1longkeq)hismemory

伊那れhourso山s.,,)に込められた気持ちや､アイルランドの色である｢緑｣色("許een")

がここで持つ意味合いは､説明を要さないだろう｡

ただし､エメットの名を出さないことは(たとえ本人の｢陳述｣の遺志に従った

かたちとはいえ)なまぬるく腰の引けた印象は否めない｡もっとも､そうした穏やか

な詩だからこそ､ベストセラーにもなり､ムーアもめでたくロンドンで名士の仲間入

りができたのであろうが｡

『アイルランド歌曲集』のもうひとつの重要な特色は､アイルランドが､｢夢見

がちで､美しく､守られるべきかよわい乙女｣として表わされていることである｡

これは､ひとつには､エメットの恋人セアラの悲恋が､ムーアの重要な居材であるた

めだ｡セアラ･カランは､｢ユナイテッド･アイリッシュメン｣の弁護で名高いジョン･

フィルポット･カラン(Jo血P旭potCⅦ汀皿,1750-1817)の娘｡エメットの逮挿後初めて

娘とエメットとの仲を知づた父は､激怒し､エメットの弁護を拒否､セアラを家から

追い出す｡セアラは､やがてイングランド人と結婚し､エメット処刑から5年後の1帥8

年に若くして病死する｡

『アイルランド歌曲集』の中で最も理想化されたセアラ像は､``SbeIsF訂From也¢

L弧d,,に示されている｡(ただし､エメット同様､セアラも直接の名指しは回避され

る｡)
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Sheis魚r丘omthelandwhereh併yOungherosleeps,

Andlov耶椚rOundh印Si由血g:

Butcoldlyshetumsfromtheirgaヱe,andwceps,

Forherheartinhisgraveislying･

Shesingsthewi1dsongofherdearnativeplains,

餌町nOt¢W鮎ch血¢lov'd訓椚血i喝;--

Ab!1ittletheythinkwhodelightinherstrains,

HoⅥr血e血ea鵬Of血¢M血s加1isbre止i喝.

Hehadliv'dforhislove,forhiscoun叫hedied,

Theywereal1thattolifehadentwin,dhim;

Norsoonshal1thetearsofhiscotmbybedried,

Norlongwi11hislovestaybehindhim.

Oh!makeheragmvewhcrethesunbeamsrest,

W血也町prOmis¢aglodousmo汀OW;

They'11shineo'erhersleeplikeasmi1e丘omtheWtst,

Fromherownlovedislandofsorrow

(Moore80)

基に眠る｢彼｣というイメージは､"Ob!B一曲NotHisN瓜n¢,,と共通であり､この二

篇の詩を対にしている｡恋人である｢彼女｣の心は｢彼｣の基の中でともに横たわっ

ている(``Forherheartinhisgrweislyipg")､と歌われる｡

こうして､セアラもまた､『アイルランド歌曲集』の中で､ひとりの人間を超えた

｢伝説｣となる｡

付け加えれば､ムーアは､1817年(セアラの父の没年)発表の長詩『ララ･ルー

ク』(エα肋月00肋)においてもまた､エメットとセアラのふたりをモデルにしたと思わ

れる恋人たちを登場させている｡(河野109･25､G叩m14･16､内海15など参照のこ

と｡)

一方で､｢女性としてのアイルランド｣という表象は､イングランド側にとって

政治的に都合のいいものでもあった｡19世紀後半に､イングランド(｢アングロ･サ

クソン｣)を補完･強化させるべく持ち出されることになるアイルランド(｢ケルト｣)

観においてそのことは顕在化する｡｢感受性豊かだが､自己統治能力を欠くアイルラ

ンド人｣というステレオタイプを確立させるにあたり､｢女性としてのアイルランド｣



『アイルランド歌曲集』の詩二篇一ロバート･エメットとセアラ･カラン 89

像が大きな役割を果たしたことは､今日よく知られている｡

独立･革命の象徴としての女性と､支配･服従の心性の象徴としての女性｡｢乙女

としてのアイルランド｣像は､『アイルランド歌曲集』においても､そうした二重性を

もっていると青うべきであろう｡ちょうど詩人ムーア自身がそうであったように｡そ

して､ムーアのつくりあげた(あるいは､つくりあげるのに手をかした)｢エメットと

セアラの伝説｣もまた､そのような二重性を有するものと言えよう｡

19世紀においても､少数ながら､ムーアに対する痛烈な批判もある｡例えば､フ

ィニアン(``Fenian,,)であるジェラマイア･オドノヴァン･ロツサ(JeremiahO'Donovan

Rossa,1831-1915)にとって､ムーアの詩は､イングランドによるアイルランド支配を

アイルランド人に容認させるためのものとしか思われず､断じて許すことのできない

ものだった(0'Donov皿Rossa49-50)｡

ロツサは､``Blamenotthebard,/Ifhe町tOforgetwhathenevercanheal.''("oh!Blame

NottheBard,,からの引用;正しくぽ`Tbenblamenotthebard,ifinpleasure'ssoRdream,/

H¢血odd町tOfb喝鴎Wbath¢n即訂C皿h血:,,【Moore46】)を痛烈に批判する｡この詩は､

アイルランドをイングランドの支配から解放することが不可能だと(``玩isimpos曲1¢tO

蝕光鵬1孤d丘omE叫動血m血,り歌っておりP,Do且0V弧Rossa49)､癒せぬ災いや獲られぬ

自由は忘れろ("itisbettertofbrgettheevi1stheynevercanheal-betterforgetallabouthi血

鮎e血叫鮎血野C皿n即訂Ob由比")とアイルランド人に教え込むものであると非難す

る(0,Donov揖IRos姐49-50)｡19世紀にも､このような声のあったことは､記憶されて

よい｡

エメット蜂起から百年たち､20世紀にはいると､ジェイムズ･ジョイス(J狐1¢SJ叩Cち

18$2.1941)が登場する｡ムーアやエメットもジョイスにとっては､からかい､もじり､

パロディの対象となる｡例えば､『ユリシーズ』(【勘!脚,1922)は､1904年のダブリン

の一日(6月16日=``Bl00mSd町,りを措いた小説である｡そのため､前年(1903年)の

ェメット百周年の余韻が作品世界の中にも残っている｡新聞･雑誌の回顧記事･特集

もさかんであった｡

『ユリシーズ』から､特に重要と思われる箇所を以下に二つだけ指摘する｡まず､

ムーアについて｡『アイルランド歌曲集』の詩"ⅦeM威喝Of也eW如∝S''--theⅥ血of

如ocaの美しい景色､｢水の合流点｣を詠った詩である--が､ムーア像(1857年

につくられたもの)のところを通り過ぎる主人公レオポルド･ブルーム(L¢OpOld別00血)

に或る感慨を抱かせる場面である:

HecrossedunderTbmmyMoore'sroguishfinger.Theydidrighttoputhimupover
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urinal:meetingofthewaters･Oughttobeplacesforwomen･R血gintocakeshops.

Settlemyhatstraight1772enjsnotinthiswidbwor/dava/lee.GreatsongofJulia

Mo血m,s･Kepthervoiceuptotheverylast･Pup姐ofMichaelBalfe,s,WaSn,tshe?

(び臥414-18)

詩の冒頭部分､"Thereisnotinthewideworld,,ぐ`aval1eysosweet/Asthatvalein血ose

bosomthebrightwatersmeet"と続く)が､少し歪めて引用されている｡谷間のきれいな

水の流れの合流が､現実の小便所に変わり､しかも､そのそばにムーアの像があるの

はピッタリだとブルームは感じている｡美しい自然をうたった｢国民詩人｣も形無し

である｡

次に､エメットをモチーフにした､よく引用される最も滑稽な場面(Ull.

1274･94;原文は省略)0エメットの｢被告席からの陳述｣("鵬Spe血鮎m血eD∝央")を

頭の中で発しながら､ブルームはそっと放屈する｡ナショナリストたちにとってはこ

の上なく神聖なェメットのことば(仏･･血蝕myCO叫址esb訂place弧Ong【鮎】

nationsoftheeadh,thenandnotti11then"1etmyq}itaphbedtten.Ihavedone.,,)は､ブル

ームの腹の音､街の騒音､放尿音により､中断され､切れ切れになる｡｢以上で陳述終
わり｡｣の意の"Ⅰ血椚don¢."も､｢放庇完了｣の意味を背負わされてしまう｡これほど

痛烈なエメットの(あるいはエメット信奉者の)パロディは他にあるまいと思わせる

ほど､ロマンティックなナショナリズムを笑いのめしている(内海46-51､浅井33ヰ9､

など参照)｡

或るジョイス研究者は､上記の『ユリシーズ』挿話を解釈する都合上､ほぼ

Geo由喝皿の伝記にのみ拠りつつ､｢エメットの出で立ちがこの上なく派手なものであ

っただけに､行き過ぎた自己劇化のようで､彼の姿がなんだか滑稽にすら見えてくる｣
等と｢確認｣している(浅井41)｡また､エメット処刑後のセアラの結婚について､

あてこすり椰撤する(浅井3$㌔

しかし､『ユリシーズ』は､1904年のダブリンを措く､1922年出版の小説である｡

この間､1916年には､"R孤1血b訂E皿et"の旗印の下､イースター蜂起が起き､意外に

も独立達成へと向かってゆく過程をジョイスは同時代の出来事として十二分に承知し

ているのだ｡彼がこの小説を書く際に､そのような視点から世界を見ることも同時に

可能であったという事実は､ともすれば批評家から忘れられがちである｡

20世紀の劇作家デニス･ジョンストン(D飢isJo血或0叫1901-糾)は､『老婦人は

｢否｣と言う!』(乃eO㍍血砂頻肋/′;新設鵬D止血山勘鹿丁鮎融喝初演1929)で､

｢エメット伝説｣をファルスに仕立て上げた｡この劇の原題は肋ゐw血刀Cg｡グレゴ
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リー夫人(LadyOregory;1852･1932)によりアベイ劇場仲eAbbeyTheatre,創設1904)

に拒絶されたあと改題された｡｢老婦人｣(`伽01dLa吋,)とは､グレゴリー夫人のこと｡

芝居は､ムーアらの詩の断片をつなげあわせたセンチメンタルな台詞のやりとり

で始まる｡1$03年の反乱のエメットを演じていた役者が､舞台上の事故で自分をエメ

ットだと思い込んでしまう｡役者叩旭Sp由br,,であり､エメットでもある)の妄想が

20世紀ダブリンの街に展開し､神話と現実とが交錯する｡

最も皮肉なのは､WB.イェイツ(WB.Y関脇,1S65-1939)の劇『キヤスリーン･ニ･

フーリハン』(伽肋g〃邦月血肋朗,1902;初演1904)のヒロイン(そのために人が命を

捧げる､アイルランドの象徴)キヤスリーン･ニ･プーリハン(C血1eenniHo山払叫)が､

醜い花売りの老婆に変身してエメットを悩ますこと｡花売り女も一人二役で､セアラ･

カランでもあるのだ｡

ジョンストンは､この劇について､エメットの空疎なことばやムーアの下らない

詩を攻撃する意図を率直に認めている(``apiece ofromamicpomp spokenby Rdbert

Emet,,【Jolmston,OTdkTT60];``TbmMooremaytalknonsensebutImaynot･''【Jolmston,

OJてお門601)｡

また､後年､作品集につけた序文の中で､ムーアの詩"sheIsFarFrom鵬L皿d"(特

に､4行目の"Fo‖旭日旭訂th鮎s酢Ⅳ¢islyhg")を念頭におきながら､エメットについ

て､こう述べる:

ThetragedyofhislovehasbeeniⅡ皿OrtalizedbyTbmMooreinoneofhisfinest

ballads….WhocareSthatthisreasonforherabsencefromthelandisdlefactthatshe

subsequen叫mamiedanEngli血0伍cer,andendedherdayshappi吋withhimelse血ere?

Forus,herheartwi11alwaysbelyinginRobert'sgrave,Andtyingistheoperadveword･

(Jo血或0叫坪加心15)

美化､理想化されたひとつのモデルとしてのセアラと､イングランドの将校と結婚し

アメリカに嫁いだ現実のセアラ｡多義的で､皮肉な読みを許す"桓血g"ということば

(｢横たわる｣｢寝る｣｢嘘をつく｣)に､彼は着目する｡

ジョンストン流の読み方は､ウイリアム･シェイクスピア(Wiu血nSb膿叩earち

1564･1616)の｢ソネット13$番｣(``So皿改138")を想い起こさせる:

Whenmyloveswearsthatsheismadeofbuth,

ldobelieveherthoughlknowshelies,

ThatshemightthinkmesomeuntutOredyouth,

Unleam畠dinthewodd-sfhlses廿btl劇ies.
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Thusvain1ythiTikingthatshethinksmeyoung,

Although血eknowsInydaysarepastthebest,

SimplyIcreditherfhlse-Speakingtongue.

Onbothsidesthusissimpletruthsuppressed:

Butwhereforesays血enotsheisuQjust?

心血wb那加野nOtI也如ⅠむnOld?

0,love'sbesthbitisinsecmlngtruSt

Andageinlovelovesnottohaveye訂StOld.

ThereforeIliewithher,andshewithme,

Andinourthultsbyliesweflatter.dbe.

(Sbj血e甲¢訂¢657)

動詞･名詞の"叫s),,に多くの意味を込めるのは､古典的な技巧である｡2行目､13

行目､14行目にあらわれる"lie(s),,に注意｡動詞"tolie,,(名詞も同様)に､``toliewidl"､

"tosle印南血"､"bheb,,(｢横たわる｣｢寝る｣｢嘘をつく｣)という二重･三重の意味

をもたせる典型的な詩のひとつである｡無論､ムーアが自分の詩中の`叫喝,,にその

ような仕掛けを施した可能性は､ほぼゼロであろうが｡

* *

理想主義､勇気､若さ､(セアラとの)愛､などを体現するロマンティックな英雄､

自らを犠牲にする殉教者｡ロバート･エメットのイメージは､図像､スピーチ､詩､伝

記物語､名前､記念日､バラッド､芝居､映画などに氾濫する｡｢エメット伝説｣は､

二百年後の今もなお続いている｡

一方で､19世紀にトマス･ムーアの博した名声は､今や見る影もない､と言えよ

う｡また､エメットに関しても､手放しの礼賛や神格化が圧倒的であった時期はすで

に過ぎている｡典型的な批判は､20世紀(以降)の具体例をいくつか上に見てきた｡

こうした､数々のムーア(そしてエメット)批判は､まことに理にかなったもの

であり､それ自体結構なことのように見える｡熱狂はいつでも人を誤らせがちだ｡

しかしながら､『アイルランド歌曲集』は､｢ケルト･ブーム｣､｢オリエント趣味｣

の時流に乗った､植民地人根性の立身出世主義者が書いたセンチメンタルな詩集である､

といった身もふたもない裁断でこぼれおちているものはないか｡あるいは､それは､

あったとしても顧みるに催しないものなのか｡

例えば､ひとつには､｢音楽性｣(なによりもまず､アイルランドの｢メロディー｣
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【"m¢lo曲s,,】なのだから)が挙げられる｡『アイルランド歌曲集』は､エドワード･バン

ティング(E加訂dB血g,1773-1$43)の労作材Ge〃e和才Co肋c如〃す如月〝Cね〝J血ざゐ

九九ばね,1796)に多くを負っている｡バンティングの収集したアイルランド古来の楽曲

に､新たな詩を付け加えたものが中核を成す一元々､そうした性格のものなので

ある｡

もうひとつには､｢死との親和｣とでもいうべき姿勢､｢死者の記憶｣("也em餌nOⅣOf血e

d¢適")が挙げられる｡ジョイスは､手厳しい批判の一方で､ムーアを偏愛していたこ

ともまた､書簡集などに明らかだ｡･そのジョイスについて､例えば､『ダブリンの市民』

PubHneTT,1914)の｢死者たち｣("TbeDead,,)が､ムーアの詩"0,ⅥDead!''(Moore

16ト62)の強い影響下にあることも指摘されている(血Ⅴ奴eW山鹿75-76)｡ムーアの詩

で好きなのは二篇だけ､と言い放ったイェイツとは､好対照である｡

ェメットとカランについても同様である｡｢伝説｣が消え失せたあとに残るものはない

のか｡彼らは実在の人物だったはずなのだが､人間存在もフィクションのひとつ､とでも

達観すべきなのだろうか｡悲しみや苦しみへの共感などというものは､もはやお呼びで

はないのか｡

ェメットの死後二百年がたち､セアラ･カランの(イングランド人との)結婚に

ついて､｢大抵の愛国的な歴史家はこれがプラトニックなものだったと暗示するが､彼

女はしっかり大佐の子供を産んでいるのである｣(浅井38)と｢しっかり｣指摘でき

る程度には､私たち文学研究者は､たぶん利巧になったのだろう｡

熱狂･錯乱に身を委ねることもなく､冷笑･遊戯に自足することもしない､その

ようなことははたして可能だろうか｡愚か過ぎず､利巧過ぎず｡『甲陽軍鑑』にいわく

__｢我が国を管し､我が家を破る大将四人まします｡第一番には農産なる大将､第
二番に爵並の遍ぎたる大将､第三番に篇儲なる大将､第四番に強過ぎたる大将､これ
を沙汰しては､ふ讐ろ大将となる｡｣(佐藤207)｡
どうやら私には､何であれ文学作品を｢からくり｣探しの素材とみなして割り切

り一刀両断､他は批評にあらずといったようなすこぶる威勢のよい研究に､心底から

同意することが難しくなってきたようだ｡そして､そのことを不都合とは思わない｡



94 内海智仁

*本稿は､平成13年度～平成15年度科学研究費禰助金(基盤研究(C)(2);研究課

題番号13610561)｢19世紀アイルランドの表象研究(｢ナショナリズム｣とアイデン

ティティー)｣の研究成果の一部である｡
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